
【事業名】新大学キャンパス整備事業
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令和５年１０月

経済戦略局

【再評価理由】⑤その他市長が特に必要と認めるもの

【再評価回数】１回目

【事業種別】 新大学キャンパス整備事業
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所在地

【事業の概要】



１ 事業目的（新大学の教育研究組織）
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【事業の概要】

府立大学

市立大学

商学部

経済学部

法学部

文学部

理学部

工学部

医学部

生活科学部

市立大学

経営学研究科

経済学研究科

法学研究科

文学研究科

理学研究科

工学研究科

医学研究科

生活科学研究科

都市経営研究科

看護学研究科

府立大学

工学研究科

生命環境科学研究科

理学系研究科

経済学研究科

人間社会システム科
学研究科

看護学研究科

総合リハビリテーション
学研究科

現代ｼｽﾃﾑ科学域

文学部

法学部

経済学部

商学部

現代ｼｽﾃﾑ科学研究科

文学研究科

法学研究科

経済学研究科

経営学研究科

学部・学域 大学院

基幹教育機構（新設）

現代システム科学域

工学域

生命環境科学域

地域保健学域

高等教育推進機構

理学部

工学部

農学部（独立）

獣医学部（独立）

医学部

看護学部（独立）

生活科学部

都市経営研究科

理学研究科

工学研究科

農学研究科（独立）

獣医学研究科（独立）

医学研究科

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学研究科

看護学研究科（独立）

生活科学研究科

情報学研究科（新設）
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１ 事業目的（キャンパス整備の必要性）
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【事業の概要】



１ 事業目的（上位計画等における位置付け）

5

【事業の概要】



１ 事業目的（上位計画等における位置付け）
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【事業の概要】



１ 事業目的（上位計画等における位置付け）
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【事業の概要】

戦略会議において決定いただきたい事項

（１）公立大学法人大阪による新大学基本構想（R1.8.27府市へ提出）
に示されている教育研究の方針を踏まえ、必要なキャンパス（森之宮・
杉本・阿倍野・中百舌鳥）の整備の方向性（配置学部・整備時期・
整備手法等）を決定すること

（２）新大学のキャンパス整備にかかる府市負担の基本的な考え方を定め
ること

（３）以上を踏まえ、市大・府大の統合による新大学を2022年度に開学す
ること
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２ 事業内容

【事業の概要】

心
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２ 事業内容

【事業の概要】

中浜下水
処理場

(約3.6ha)

UR森之宮
第2団地
(約4.2ha)

市立森之宮
小学校
(約1.0ha)

UR森之宮
団地
(約2.3ha)

Ｊ
Ｒ
大
阪
城
公
園
駅

地下鉄
森ノ宮駅

Ｊ
Ｒ
森
ノ
宮
駅

JR森ノ宮
電車区等

(約9.6ha)

大阪産業
技術研究所

森之宮センター
(約1.1ha)

大阪メトロ
検車場
(約11.5ha)

もと森之宮
工場

（ごみ焼却工場）
（約1.2ha）
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２ 事業内容

【事業の概要】
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２ 事業内容

【事業の概要】



12

２ 事業内容

【事業の概要】
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２ 事業内容

【事業の概要】

主な提案項目 主な内容

全体計画、施設計画、
開発スケジュールなど

提案の概要は、以下のとおり。
 A、B、C地区などの一体的な開発に向け、用途・規模等を明示した具体的な提案が複数あった。
 施設の用途については、地区別に以下の提案があった。
（A地区）大学施設、学生寮、貸オフィス、貸会議室、商業施設 など
（B地区）アリーナ・ホール、ホテル、商業施設、大学施設、住宅 など
（C地区）商業施設、次世代交通等の拠点となる駅前広場 など
（水辺の歩行者空間）コンテナハウス、キッチンカー など

 開発スケジュールについては、2028年春予定のまちびらきに向け、早期の事業者公募を求める意見が
あった。また、エリアマネジメント組織に関する提案などがあった。

 その他、駅ビル整備の提案や駅ビル屋上などを活用した空飛ぶクルマの離発着場設置の提案などがあった。
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•

•

•

•

３ 事業の概況

【事業の概要】
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事業開始時点
（令和元年12月）

前回評価時点
（平成 年 月）

今回評価時点
（令和５年10月）

➀経過及び完了予定
事業開始 令和元年度
完了予定 令和10年度

事業開始 令和元年度
完了予定 令和10年度

②事業規模 ― ―

うち完了分 ―
―

進捗率
― ―

③全体事業費 推計１，０００億円
９１８億円

※ 確認・調整中

うち既投資額
―

１１０億円

進捗率
―

１２％

３ 事業の概況 （１）経過

【事業の概要】



３ 事業の概況 （２）新築学部棟建築工事スケジュール

【事業の概要】

年度
地区／方式

R２
(2020)

R３
(2021)

R４
(2022)

R５
(2023)

R６
(2024)

R７
(2025)

R８
(2026)

R９
(2027)

R10
(2028)

森之宮
1期

DB方式

森之宮
1.5期

検討中

杉本 DB方式

中百舌鳥 DB方式

阿倍野 ECI方式

新
大
学
基
本
構
想
（
令
和
２
年
１
月
決
定

同
年
７
月
一
部
変
更
）
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2028年まちびらきに向けて調整中

学部集約に向けて、随時、
改修・什器等の購入・移転を実施

キャンパス
秋開所予定
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３ 事業の概況 （３）事業進捗（事業規模）

【事業の概要】
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４ 事業の必要性の視点 （１）事業を取り巻く社会経済情勢等の変化

【事業に対する視点毎の評価】
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４ 事業の必要性の視点 （２）事業の投資効果

【事業に対する視点毎の評価】
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４ 事業の必要性の視点 （３）事業の必要性の評価:「A～C」

【事業に対する視点毎の評価】
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５ 事業の実現見通しの視点 （１）事業内容の変更

【事業に対する視点毎の評価】
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５ 事業の実現見通しの視点 （２）事業リスク評価（市負担300億円以上）

【事業に対する視点毎の評価】

想定リスク 事業費内訳

積算内容・金額（うち市費） ① コント
ロール 想定内容・影響額（うち市費） ② コント

ロール 想定内容 ①×② コント
ロール

（大）工事費増となる
要因
（中）社会情勢による
要因
（小）物価高騰・資材
確保

【積算内容】
新大学キャンパス整備事業にかかる
合計

【事業費】全体事業費918億円
（市費負担459億円）

中 否

【想定内容】
残事業費について、類似事例で見込まれ
ている8％増加する場合と同様に見込んだ
場合で想定。
【影響額】約64億円
　　　　　（市費負担約32億円）

高 否

【想定内容】

昨今の物価上昇の状況から発生
確率は高いと想定している

4 否 軽減

【既契約分】
インフレスライド条項を適用し、リ
スクを受容する。
【未契約分】
大学法人、大阪府とともにコスト
削減等を継続的に検討してい
く。

（大）工事費増となる
要因
（中）地質・地盤関連
（小）地中障害物

【積算内容】
新大学キャンパス整備事業にかかる
合計の内、森之宮1.5期分

【事業費】全体事業費50億円（市
費負担25億円）

低 否

【想定内容】
地中障害物が存在した場合の影響につい
て、森之宮１期実績からの割り戻しによる
推計

【影響額】約４億円
　　　　　（市費負担約２億円）

高 否

【想定内容】

当該土地は森之宮1期と隣接して
おり、1期での発生状況に鑑みると
発生確率は高いと想定している

3 否 受容 リスクを受容する。

大-中-小分類
または

想定リスクの内容

金額的影響度 発生確率 リスク基準 対応
区分

1

2

リ　ス　ク　管　理　表

No.

リスク評価

対応策
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５ 事業の実現見通しの視点 （３）事業の実現見通しの評価:「B」

【事業に対する視点毎の評価】



６ 事業の優先度の視点の評価:「B」

【事業に対する視点毎の評価】
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７ 対応方針（案）:事業継続（B）

【対応方針（案）】

25



８ 今後の取組方針（案）

【今後の取組方針（案）】
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